
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めいこせんせいから「きょうのしゅくだいは“だっこ”です。 

おうちのひとにだっこしてもらってください」と言われ、 

嬉しそうに家に帰るもぐくん。 

でも忙しそうなお母さんになかなか「しゅくだい」が言い出せません。 

読みながら、「だっこ」してもらえるのか、ハラハラしてしまいます。 

いもとようこさんのやわらかな絵と、あたたかな物語が重なり、 

読み終えた後は、家族との時間をいつもより大切にしたくなります。 

忙しい日々の中で、忘れがちな「ぬくもり」を、そっと思い出させてくれる 

絵本です。 


